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一般に部分床義歯は釣, アタッ′チ メントおよび

義歯床で維持される｡

しかし, (1)上下顎前歯部唇側,上顎結節周辺

歯槽部のアンダーカット量が大きい場合や,小帯

が高い場合などは義歯床緑が短かくなり,義歯の

維持力が低下することがある｡ 又,(2)残存歯の

所出が不十分な場合には釣歯に適当なアンダーカ

ットが得られず, 義歯の推持力が低下することが

ある｡

(1)の場合には外科的処置 により1~3), 叉 (2)

の場合には鈎歯の歯冠形態を補綴処置 により修復

ないしは修正 したり4~7), 叉アタッチメントなど

を応用する8~13)ことにより問題は解決されるであ

ろう｡

しかし, 以上の方法は 義歯の製作期間 を延長

し, 患者に苦痛を与えるなどの不便な点がある｡

このような場合, 義歯床に弾力線を附着した弾

性歯肉鈎を歯槽部のアンダーカットに応用し, 維

持を求めることは臨床上有意義であると考えられ

る (図1)0

しかしながら, 下顎白歯部頬側に応用された弾

性歯肉鈎 について,未だ確たる報告は 見当らな

い｡

そこで, 今回筆者らは残存歯の前出度が低 く,

かつ下顎臼歯部頬側の歯槽部に アンダーカットの

ある患者について, 弾性歯肉鈎を応用した部分床

義歯を設計, 製作し良好な結果を得たのでここに

報告する｡

症 例

患者 :50歳 ? 主婦｡

初診:昭和50年5月21日｡

主訴:甘~すう~欠損による阻噂障害｡

家族歴 ･既往歴 :特記事項なし｡

現病歴 :部分床義歯 (L官 と思 われる｡) を7-

8年間使用 していたが, 昭和49年 5月に官 を抜
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図 1 弾性歯肉鈎を応用した暫間義歯

歯したため,上記の主訴により来院した｡

現 症

口腔外所見 :特記事項なし｡

口腔所内見:li信 子 欠損 (図2)｡
艶 霊 帯環金属冠固定橋義歯

_隻_旦l帯環金属冠

riJTlレジン充填
残存 するすべての歯 は所出度 が低 く, 特 に

有了~可には釣歯として必要なアンダーカットが得
られない｡ しかし,下頼 右側残存歯部 の頬側歯

槽部 には アンダーカットが認 められた (図3)｡

艶 霊固定橋義歯部の歯肉に中等度の炎症が見ら
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図 2 口腔内所見

図 3 研 究 用 模 型

(7～4tの頬側の線はサべヤーライン)
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れる他は特記事項なく, 口腔清掃状態は良好であ

る｡

処 置 方 針

(1)義歯の維持を良くするために両側性の設計

とする｡

(2)支台歯の負担過重を防ぐため維持装置,床

および人工歯排列を考慮する｡

(3)義歯製作期間短縮のため支台歯の歯冠形態

は変えない｡

(4)患者の要望により上顎義歯の製作は今回は

行なわない｡

設計及び処置内容

本症例において,-6.5~71に間接維持装置を設置
すべき鈎歯としての適当なアンダーカットが存在

しないため,すす71部頬側歯槽部の7ソダ-カッ

トを利用して弾性歯肉鈎を設置した｡

すなわち,JfL近心,可舌側にレストを設定し,
IfL近心,可遠心より1m叫 のコバル トクロム鈎用
線を弾線として各々頬側歯槽部に出し,そのアン

ダ-カット部においてジン床で連結する｡ コバル

トクロム釣用線は粘膜面 から0･5-1･OHlm位離す

が,連結のレジン床部分は粘膜面に密着させる｡

直接維持装置としては,区の近心にレスト,頬
側には近心から遠心に向うェ-カース鈎,遠心に

隣接面板の RPA クラスプの設計 とした (図4,

5)0

以上の維持装置を コバル トクロムのリンガルプ

レー トで連結し, リンガルプレートの前歯部分は

歯藻部より3mnl離した (図6)0

予 後

装着後,1週間,1カ月,3カ月,6カ月後の診

査で,義歯に動揺もなく,~百~盲~可 部頬側歯肉その

他にも異常は見られず,予後は良好である｡

考 察

歯肉釣は全部床義歯の維持力を増加させる目的

で,上下顎前歯部唇側,上顎結節などに古くから

使用されていたが 14~16),アンダーカット量が大き

図 4 義 歯 の 設 計

図 5 完 成 義 歯

い場合には義歯の着脱にさいし, その部に疹痛が

起こることから延長できなかった17)0

しかし,石上ら18)による弾力線を応用した弾性

歯肉鈎はその強さを適当に調節できるので粘膜の

損傷はなくなり,全部床義歯,部分床義歯に応用

が容易となった｡

部分床義歯では残存歯の所出度が低い場合,釣

歯の骨植が不良な場合などに利用すれば義歯の維

持を良好にし,外観に触れることが少ないので,

審美的にも満足できるものである｡

従来の弾性歯肉釣は弾力線の末端部に遊離端状

にレジン床を附着したものであったため,義歯の

着脱などの際に弾力緑が変形しやすかったが,今

回筆者らは2つの弾力線の末端部をレジン床で連

結した結果,弾力線の変形はなくなった｡

歯槽部 のアンダーカット量が大きくない場合

は,弾力線の末端部をレジン床で連結した方が効

果的であると思われる｡

要 約

残存歯の前出度が低く,通常の釣が使用しにく
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図 6 口腔内に装置した義歯

い部分床義歯の維持についての一考察を述べた｡

本症例は,下顎臼歯部頬側歯槽部に弾性歯肉釣

を応用し,機能的ならびに審美的に満足すべき結

果を得た｡

叉,装着後の弾性歯肉釣および歯肉粘膜の予後

観察を行ない,その結果を報告した｡
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